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単身が 46名中 36名（78.2％），家族と同居が 274名中 213名（77.7％），グループホーム等に















































・クロス集計：上記の「障害状態確認届」が 1年更新になっている 46名の内訳は，単身が 5名，























ボランティア 0名  3名
精神保健福祉士（PSW） 4名 30名
社会福祉士 1名  6名
保健師・看護師 1名  5名
医師 7名 33名
作業療法士 0名  1名
臨床心理士 0名  0名
市役所，年金事務所等の行政機関の職員 1名 14名
















































































＋生活保護 就労単独 生活保護単独 その他

























＋生活保護 就労単独 生活保護単独 その他






















































































大変思う 思う あまり思わない 思わない
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２）障害年金は，基本的に 2か月に 1回ごと，偶数月の 15日に前 2カ月分が定期的に支給される．この
ように，定期的に障害年金を受給している者を障害年金受給者という．これに対して，「障害状態確認
届」による認定審査において，障害状態が軽快した等の判断がなされ，支給停止になっている者がいる．
それらの者は，障害年金を失権したのではなく，一時的に支給が停止されていることになる．そのよう
な者と，前述の障害年金受給者を含めて，障害年金受給権者という．
３）「障害状態確認届」とは，障害年金の更新手続きのために用いられる書類で，「診断書付の現況届」と
言われたりもする．その結果，裁定請求時の診断書や障害状態確認届をもとに，障害認定審査医員の判
断により，有期認定として，1年～ 5年後の提出が求められたり，あるいは，永久認定として，次回の
提出が求められない者もいる．
４）このデータは，共同通信の市川亨記者の取材によるものである．
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